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○１1：1０ 活動紹介

太田市世良田児童館



災害ボランティア
「地域ネットお陰さまで」の立ち上げ

○ 平成１６年７月 新潟県豪雨災害の復興のため尾島町
から７月２５日、２７日の二回新潟県三条市に支援

○ 発足 平成１６年１１月２９日

会長 河田 登

会員 ６６人

ボランティア支援センター(旧尾島町役場)が主に多職主

のリーダーを中心に呼び掛け、 組織（会則）をつくり、
立ち上げる。

〇平成２９年４月に災害ボランティア「尾島」に名称を改
め、会長 草間光子が就任し現在に至る。



〇ガチャポンプ(手動式ポンプ)のいきさつ

1995年阪神淡路大震災の被害に遭われた方から何が一番困り
ましたか?との問いかけに、水が一番困りました。

なぜ? 炊事・トイレなど生活するのに水が必要です。

☆そのことが、きっかけで一時避難所である公園内や施設内

に１％まちづくり事業を利用して設置を市に相談をする。

そして、ガチャポンプを防災用ガチャポンプとして位置づ

けをして頂き、一時避難所である公園内や施設内に設置とな

りました。

〇現在では、親子による花植栽をしながら防災教育と併せて

周辺の環境美化整備にも役立たれています。



平成30年度の主な取り組み

 ５月 定期総会

連合フェスティバルイベント模擬店

 ６月 世良田・尾島児童館親子花植栽

 ７月 知的障害者への支援

(ブルーベリー狩り、じゃがいも収穫)

 ８月 太田市総合防災訓練に参加

 ９月 防災研修(糸魚川市・小千谷市など被災地)

 10月 世良田児童館親子花植栽＆芋煮会・手打ちうどん体験

 11月 尾島児童館親子花植栽

尾島児童館冬まつりに協力

 12月 町民の森、イルミネーションに設置からイベント事業

 1月 イルミネーション撤去に協力

 2月 尾島地区文化祭に模擬店出店

 3月 尾島地区水門・樋門箇所視察



 コース８本

 リフト６本

避難所マップ全世帯に配布 平成１７年３月２３日 上毛新聞に掲載

今までの活動の紹介



尾島地区タウンマップ

 各地域を巡回し道路狭
隘、倒壊建物、空地の
枯草、空家などを調査し
マップにまとめ、消防署
などへ情報提供を行う。



平成１７年度太田市総合防災訓練に協力参加



平成１９年太田市総合防災訓練



平成２１年度太田市総合防災訓練



新潟県小千谷市防災研修（H18.21年二回実施）



カスリーン台風の悲劇（抜粋）防災研修の実施
(当時の防災ビデオを体験談を頂きながら放映)



尾島児童館夏祭りにかまどで炊き出しおにぎりや蒸かし芋、
井戸水で冷やしたトマトを提供、流しソーメンの協力



太田市１％まちづくり事業（防災教育と有事の際の水の確
保）

平成20年設置 設置場所:尾島児童館（避難所）



平成21年設置 設置場所:世良田児童館



尾島児童館への協力



日和山頂きから撮影

炊き出し風景
太田焼きそば千人前や新鮮野菜の提供

太田市から参加した
災害ボランティアスタッフ

被災の生々しい状況です。

平成２３年東日本大震災石巻市への支援



平成26年石巻市仮設住宅支援

被災した旧大川小学校

石巻市長より挨拶持参した野菜の仕分け作業

レクレーションの状況



平成25年から29年まで毎年いわき市仮設住宅へ支援

太田市特産の野菜や物資を提供 被災者とのレクレーション実施状
況



共同で手打ちうどん実施 屋外で天ぷらうどん提供



今
年
度
発
生
し
た
大
型
台
風
に
よ
る
被
害

昨年9月八ッ場ダム研修 昨年10月台風19号上陸により満水

利根川河川 利根川に合流する早川河川

ボランティアで被災地の片付け消防隊の救出活動



自主防災取組みのまとめ

○大災害時公的支援の機能が制限されます。施設・装備の損壊に加え、

応急対応に当たる職員自身が被災したり、情報不足したり、交通
渋滞に巻き込まれ被災地に到着できないといった状況に陥りやす
い。

「自分の命は自分で守る」「自分たちのまちは自分たちで守る」

自助、共助、公助＝７：２：１という自主防災の考え方が
必要です。

○まず身近な所からの防災対策。

まず自分の家の安全対策から、次に地域の安全対策。地域のこと
は地域の方々が一番詳しいのでその方々が問題意識を持ち、いざ
というと時どうしよう？ここはいつも危ない？近所で寝たきりの
方がいる？最近治安が悪い？など・・・

○行政の情報を入手し事前の対策が必要です。

太田市防災マップ、東京消防庁ホームページなど活用し身近に出
来る事前対策を必要です。



尾島・世良田児童館には、未就園児（０歳から３歳）さん
と保護者の方が、１年間、一緒に活動できる登録制親子クラ
ブがあり、午前中の時間を有効的に使うことで季節に合わせ
た子育て支援（歌・リズム遊び・お誕生会など）を週１回行
う。

① 年２回（春・秋）に環境美化活動の一環として児童館の
入口や館庭内にある花壇に花植えをする。

② 防災用ガチャポンプ（生活用水用井戸）から水が出るこ
とを親子で体験し、みんなで植えた花に水をじょうろであげ
る。

１年間児童館の景観が常に保たれ、また、いざという時に生活用水とし
て使える水が尾島・世良田児童館のガチャポンプから出ることを親子さ

ん方に周知することができる。



★ 平成３０年度 ★

花植えとうどん打ち体験





冷たくて、気持ち
いいね！

よいしょ、水
がもうすぐ出
るよ！



① 未就園児親子で自ら花を植えることで

「花には人間と同じように命があること」を教え
るきっかけ作りになっている。

② 児童館の景観がきれいに保たれていることで、
地域住民の方々とのコミュニケーションがはかれる
こと。また、隣の認定こども園の幼児親子さんも降
園後に来館しやすい環境となっている。

外遊びの時に花を踏んでしまったり、花を大切にし
ようという保護者からお子様への声掛けが増えてきた。

児童館を利用くれる幼児さんから大人まで花が半年
ごとに植え変わるのを心待ちにしてくれている。



 令和２年３月に世良田児童館の改修工事が終
了し、きれいな児童館にまもなく生まれ変わ
ります。

① 児童館の花壇を災害ボランティアさんのご
指導を仰ぎながらこれからも幼児親子さん中心
によりよい景観作りに努めていく。

② うどん打ち体験や時には児童館の畑を使い、
里芋などの野菜が育つ過程を学びながら子ども
たちへの食育につなげる。



①災害用ガチャポンプを設置して１１年を迎
えることで、老朽化が心配。

②景観を保つため、夏から秋にかけて花の周
りの除草作業にどうしても時間がかかってし
まう。（猛暑のため、長い時間の除草作業が
困難）

ご清聴ありがとうございました。


